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NY マーケットレポート（2017 年 9 月 29 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表され米個人消費支出（PCE）が市場予想を下回る結果となり、特に前年比のコア・デフレーターが 2015 年 10

月以来の低水準となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して下落した。その後、シカゴ購買部協会景気指数が市場予想に反して改

善したことから、米景気の先行きに対する楽観的な見方が広がり、ドルは反発となった。 

また、トランプ米大統領とムニューシン財務長官が、利上げに積極的とされる元 FRB理事のケビン・ウォーシュ氏と、FRB議長指名の可

能性を巡り意見交換したとの報道もドルの押し上げ要因となった。ただ、ミシガン大学消費者信頼感指数が予想を下回ったことや、月末

のポジション調整なども加わり、全般的に終盤まで小動きの展開が続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米個人所得（前月比） 0.2％（予想 0.2%・前回 0.3%） 

前回発表の 0.4％から 0.3％に修正 

 

8 月米個人支出（前月比） 0.1％（予想 0.1%・前回 0.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米 PCE デフレーター（前年比） 1.4％（予想 1.5%・前回 1.4%） 

 

8 月米 PCE コア・デフレーター（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.1%） 

 

8 月米 PCE コア・デフレーター（前年比） 1.3％（予想 1.4%・前回 1.4%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

≪米個人所得・支出≫  

         8 月・・7月・・6月・・5月・・4月 

個人所得・・・・・0.6・・ 0.3・・ 0.0・・0.3・・ 0.1 

賃金・給与・・・・0.0・・ 0.5・・ 0.4・・0.1・・ 0.6 

可処分所得・・・・0.1・・ 0.2・・ 0.0・・0.4・・ 0.2 

個人消費支出・・・0.1・・ 0.3・・ 0.1・・0.2・・ 0.3 

個人貯蓄率・・・・3.6・・ 3.6・・ 3.7・・3.9・・ 3.7 

 

8 月の米個人所得・消費統計では、注目されている個人消費支出（PCE）物価指数は、前年比+1.4％と、上昇率は前月から変わらなかっ

たが、市場予想を下回る結果となった。FRB が目標とする 2％を引き続き下回った。エネルギーの値上がりが目立ったものの、耐久財は

値下がりが続いた。変動の激しい食品とエネルギーを除いた PCE コア物価指数は+1.3％だった。 

 

出所：Net Dania 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

9 月シカゴ購買部協会景気指数 65.2（予想 58.7・前回 58.9） 

 

出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

≪シカゴ購買部協会景気指数≫ 

        9 月・・8月・・7月・・ 6 月・・5月・・4月 

景気指数・・・65.2・・58.9・・58.9・・65.7・・59.4・・58.3 

 

 

22：55 

トランプ大統領がＦＲＢ議長職に関してウォーシュ氏と面談～WSJ 

 
出所：Net Dania 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

9 月ミシガン大学消費者信頼感指数 95.1（予想 95.3・前回 95.3） 

 

 
出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

          9 月確報・9月速報・・8月・・ 7 月・・ 6 月・・ 5 月 

消費者信頼感・・・・ 95.1・・ 95.3・・ 96.8・・ 93.4・・ 95.1・・ 97.1 

景気現況指数・・・・111.7・・113.9・・110.9・・113.4・・112.5・・111.7 

消費者期待指数・・・ 84.4・・ 83.4・・  87.7・・80.5・・ 83.9・・ 87.7 

1 年インフレ・・・・・2.7・・・2.7・・・2.6・・・2.6・・・2.6・・・2.6 

5 年インフレ・・・・・2.5・・・2.6・・・2.5・・・2.6・・・2.5・・・2.4 

 

9 月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の確報値は、市場予想の 95.3 を下回る 95.1 となり、9 月の速報値から 0.2 ポイント低下した。

前月比では 1.7 ポイント低下した。現況指数は 111.7 となり、速報値から 2.2 ポイント低下し、前月から 0.8 ポイント上昇した。 

また、期待指数は 84.4 となり、速報値から 1.0 ポイント上昇し、前月から 3.3 ポイント低下した。1 年後のインフレ期待は 2.7％で速

報値から変わらず、前月から 0.1 ポイント上昇した。   

 

 

0：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ハーカー・フィラデルフィア連銀総裁 

 

・「GDP はトレンドを若干上回って推移」 

・「FF 金利、一時停止は適切」 

・「今年 12 月と来年 3回の利上げを予想」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、堅調な動きとなった。独 DAX 指数は、ユーロ高が一服したことで、為替相場による企業業績への影響は限定的との見

方が押し上げ要因となった。英 FT100 指数は英ポンドの値下がりが好感された。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

4：30 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領 

 

・「FRB 議長人事、2-3 週間以内に決定へ」 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.11 ドル高の 1バレル＝51.67 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、イラク北部クルド自治政府が独立の是非を問う住民投票を強行したことで周辺地域の情勢が緊迫化し、原油の供給にも影響

が出るとの懸念が広がり、買いが先行した。ただ、最近の相場上昇で利益確定売りも出やすく、上げ幅は限定的だった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、 序盤に発表された米物価関連の経済指標が低調だったことを受けて、米景気に対する懸念から売りが先行した。その後

は、景況感を示す指標が市場予想を上回るなど強弱材料が交錯したことから、方向感に乏しい動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米物価関連の経済指標がさえない結果となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して下落した。

しかし、FRB 議長人事を巡る思惑からドルが買い戻される動きとなるなど、ドルは方向感に欠ける動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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